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愛知県印刷工業組合
人に 社会に 想いを カタチに
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巻頭言 どうする？若者の未婚化
マーケティング委員長　鬼頭則夫

いう話がありました。引用すると『生物には2つの
ミッションがあります。1つは自分という「個」が生
き残ること。もう1つは、「子孫を作り、種を残す」
ことです。「個」が生き残るためには知性は必要です
が、種を残す行為は決して「個」にとって利益になる
ことがあるとは言えません。…中略…なので、人間
は恋愛をするのです。恋愛というのは知性を麻痺さ
せることです。知性を麻痺させ、合理的な判断力を
低下させなければ、ヒトは、種を残すという個体の
生存にとって不利益になる行為ができないのです』
と話してみえました。なるほど、確かに今の若い人
たちは知性を麻痺させることが苦手なんだなと思い
ます。もっと馬鹿になって、もっと失敗して、もっ
と行動して…。何にでも勝ち負けで判断する今の社
会に反発して、利益だけではないもっと生き物らし
い行動をさせるために、それを受け入れられるよう
な社会に、僕達が変えていかなければならない岐路
にたたされているような気がしてなりません。皆さ
んはどう思われますか？

先日、NHKのニュースで「恋愛戦線に異常あり!?
どうする? 若者の未婚化」という特集が放送されて
いました。なんと異性の交際相手も友人もいない若
者が半数を越え、未婚化が加速しているそうです。

平成25年版の厚生労働白書から「生涯未婚率」と
いって、50歳になっても一度も結婚していない人
がどれくらいいるか、全体の比率を出したものです
が、1950年当時は男女とも1%程度。ところが最近
の20から30代の方のアンケート調査では男子は約
62%、女子は約52%だそうです。そのため、NHK
が独自に「なんで異性のお付き合いが減ってきてい
ると思いますか？あなたの世代で」というアンケー
トをとった結果、「自分の時間が大事で恋の時間がな
い」、「出会いの仕方が分からない」、「金銭的な余裕が
ない」などの答えを抑え、なんと一番多かった答え
が「めんどくさい」だそうです。この番組の最中に
入ってきたツイッターの声に「時間もお金もかけて
上手くいかないと、それまで費やしたものが無駄に
なるから」というのを聞いたときに、ちょっと思い
出したのが脳科学者中野信子さんのお話でした。そ
の対談の中の一節に「恋愛は脳を麻痺させること」と
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900余名が参加した記念式典会場

表彰を受ける木野瀬理事長

記念式典は、全員による国歌斉唱、印刷産業人綱領唱和に続
き島村会長が挨拶。（島村会長挨拶は別項参照）

来賓紹介が行なわれた後、来賓を代表して、経済産業省商務
情報政策局文化情報関連産業課・平井淳生課長が挨拶に立ち、

「印刷業は、文化である。我々の国民生活、あるいは日々の商業
になくてはならない産業である。特に中小の印刷産業の方々
は地域に根ざした産業として、地域経済の活性化に大きな寄
与をしてきた。印刷の長い歴史の中では短い60年であるが、
この60年間は、それまでの500年以上に相当する時間よりも
さらに大きな技術革新があったと感じている。特に社会が大
きく変化し、その大きな変化の中で印刷産業の皆様は大変な
苦労をしながら、日本の経済を力強く支えてきたと思ってい
る。特に60年間の後半を考えると、例えば環境問題への注目
の集まりや顧客志向を目指すCSRの取り組みにも注目され始
めた期間である。昨今ではデジタル化、情報化が業界に大きく
影響を及ぼしている。こうしたものを成長のチャンスと捉え
て、新しい産業の構造を造っていく時期に差し掛かっている
と考える。経済産業省としても、地域の再生、景気回復の実感
を津々浦々に行きわたらせることを大きな政策の課題と捉え
ている」と述べた。

次いで、一般社団法人日本印刷産業連合会稲木歳明会長が
挨拶し、「全印工連は、島村会長の話にあったように、60年前
の7月に全国各地の印刷工業調整組合が結集した中小印刷業
界の全国団体として、当時の石橋湛山通商産業大臣から認可
を受けたという経緯である。以来60年の間、業界の安定と基
盤強化、そして近代化を目指し、構造改善事業や生産工程の

自動化などに取り組んできた。業界を取り巻く環境の変化に
敏感に反応して、業態変革に不断の努力を積み重ねてきたこ
とで、今日このような盛大な記念式典を開催できたと確信し
ている。一昨年は新産業ビジョンとして、『印刷道〜ソリュー
ションプロバイダーへの進化』を発表した。さらに本年は新成
長戦略として『全印工連2025計画』の作成を本格化させなが
ら、さらなる発展に向けた布石を着々と打っている。こうした
努力は必ずや大きな成果に繋がると期待している」と祝辞を
述べた。

続いて、業界功労者の60周年記念表彰に移り、経済産業大
臣賞をはじめ各賞の受賞者が表彰された。受賞者を代表し浅
野健氏が謝辞を述べた。表彰式の後、堀江貴文氏（元ライブド
ア）を講師に招き記念講演が行なわれた。その後、60周年記
念パーティに移り、開会の辞を臼井真人60周年記念実行委員
長が行ない、水上顧問の乾杯の発声で祝宴に入った。全国都道
府県工組から参集した900余名が60周年を祝い、将来の発展
に向け新たな決意を確認した。

全日本印刷工業組合連合会（島村博之会長／以下、全印工連）は、10月16日東京・丸の内の
パレスホテル東京で「全印工連創立60周年記念行事」を開催。全国の各県工組役員・会員、来賓、
関連業者ら900余名が参加し盛大な記念行事が催された。創立60周年記念表彰では、経済産業
大臣表彰に浅野健氏ほか2名。また、全国中小企業団体中央会会長表彰を木野瀬吉孝理事長ほか
7名が受賞した。堀江貴文氏の記念講演の後、記念パーティに移り60周年を祝った。

●経済産業大臣表彰／●浅野健（㈱金羊社社長、全印工連理事・顧問、
東印工参与理事）、●水上光啓（水上印刷㈱会長、全印工連理事・顧
問、東印工参与理事）、●西井幾雄（㈱NPCコーポレーション社長、
全印工連相談役、大印工理事・顧問）

●全国中小企業団体中央会会長表彰8名（関係分のみ）／●木野瀬吉
孝（木野瀬印刷㈱社長、全印工連副会長、愛印工理事長）、●四橋英
児（ヨツハシ㈱社長、全印工連常務理事、岐阜印工理事長）
　その他、中小企業長官表彰5名、経済産業省商務情報政策局長表彰
14名、全印工連会長特別賞2名、全印工連会長特別表彰92名が受
賞した。（敬称略）

「全印工連創立60周年記念事業」
全国47都道府県工組から900余名が集う

木野瀬吉孝理事長

全国中小企業団体中央会会長表彰受賞
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島村博之全印工連会長 平井淳生経済産業省産業課課長 稲木歳明日印産連会長

全印工連は昭和29年7月19日、日本印刷工業調整組合連合
会として創立した。当時は、全国各地で調整事業への取り組み
が開始され、難航していた印刷料金の適正化を図ろうとして
いた時代である。歴史を紐解くと、さらに遡ること80年、今か
ら約140年前、明治維新後の文明開化の荒波の中で、業界にお
ける価格競争と価格破壊は既に深刻な問題であった。この状
況を脱するために各地で組合が立ち上がったと言っても過言
ではない。その一つである東京活版組合の発起人が明治23年
の創立の際、組合誌の創刊号の冒頭で次のような挨拶をして
いる。『印刷業の有様を見るとその状況は実に甚だしい。しか
もその原因が何れにあるかと言えば、まったく節度がない無
制限の競争より発する弊害たるに他ならない』。125年前と
今と状況は余り変わっていないというのが見て取れる。その
後も印刷業は発展と衰退、隆盛と挫折を繰り返し、昭和に入り
大東亜戦争が終結し、旧来の印刷組合はGHQによって解散
に追い込まれた。

そして再出発をかけたのが我々の前身である印刷工業協
同組合である。昭和29年に入ると各地で調整組合が立ち上が
り、全国組織として全印工連の前身である全印工調整組合連
合会が設立した。昭和32年に中小企業団体法が施行されたの
を機に、調整組合は工業組合に組織変更されていった。ただ印
刷工業組合に変わってからも、価格問題は相変わらず存続し、
印刷料金適正化運動は引き続き大きな課題となっていた。そ

れから6年後、昭和38年4月に近代化促進法が施行された。当
時の執行部は印刷業界が指定業種となるべく、この法律の施
行前から全精力を上げて、猛烈な運動を展開した。その結果、
2年目の昭和39年4月に晴れて指定業種になることに成功
し、組合活動の柱となる構造改善事業がスタートした。価格調
整が主たる事業であったこの時代に、新たに加わったこの事
業が、小零細企業の業務改善にどれほど貢献したのか、まさに
計り知れない成果を上げたことに疑いの余地はない。

36年後、平成11年に近代化促進法がなくなり、構造改善事
業が終わりを告げ、組合の求心力が一機に低下した。その時の
執行部の苦労は想像するに難くない。そんな中で共創ネット
ワーク、ワンストップサービス、業態変革と、まさに組合運営
の近代化にハンドルをきった執行部の先輩の諸氏、そしてそ
の方向転換にしっかりとベクトルを合わせてきた先輩組合員
の皆がいた。こうした方々のおかげで今の組合活動があると
思っている。印刷業は世間からも、行政からも、衰退産業であ
ると言われ始めた昨今、実は成長産業であると導いてくれて
いるのは、この組合以外の何者でもない。

まだまだ前途多難な業界ではあるが、今いる組合員は全員、
明るい未来を抱き、そこに向かって更なる業態変革を繰り返
し、その時代、その時代にしっかりと勝ち残れる力を持ってい
ると確信している。

全印工連60周年記念事業・記念式典より
島村博之会長の挨拶
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■愛印工／理事会・支部長会

60周年事業への
多数の参加を要請

下期、多彩なセミナーを計画中

理事会・支部長会で挨拶をする木野瀬吉孝理事長

■三役直轄事業は、細井俊男副理事長が「第6回ポスターグ
ランプリ」について、9月18日の審査会においてグランプリ
を初め入賞、入選作品が決まり、作品展が11月3日から8日愛
知県美術館、表彰式が11月3日に行なうと報告。

■経営革新委員会事業は、北村英一副委員長が10月14日
の「経営セミナー」、来年開催予定の企業見学会（浜岡原発）を
平成28年2月実施に向け調整中である旨報告。

■マーケティング委員会事業は、鬼頭則夫委員長が「第2回
新しいビジネスモデルを考える研修会」については、現在講師
を選定中であると報告。

■CSR・環境委員会事業は、山田慎二委員長より10月21
日開催の「環境推進工場登録制度」説明会、11月11日開催の
CSRセミナーついて報告した。

■ブランディング委員会事業は、荒川壮一委員長が印刷PR
ムービーと連携する紙媒体制作でDMはがきを愛知県内の主
な大学、短大、デザイン系専門学校の就職支援担当者に送付し
たと説明。また、「中小企業経営者と学生との交流会」に参加
し、10月23日中京大学、10月28日中部大学において印刷
産業をPRすると報告。さらに、11月27日に行なうブランディ
ングセミナー「人材採用と定着率向上について」の開催にも触
れた。

■労務・新人教育委員会事業は、堀裕史委員長が永年勤
続優良従業員表彰（11月1日）、特殊検診について説明。また、
10月23日「ハラスメント対策セミナー」、11月13日労働局
から講師を招聘し、ものづくり人材教育や技能検定に関係す

理事会は、河原善高専務理事の司会進行で進められ、冒頭挨
拶に立った木野瀬理事長は、「60周年の事業は、それぞれの担
当の方が責任感を持って遂行している。我々はそれをもとに
協議して前進させるだけで良いという状態になっている。こ
れは愛印工60年の底力が結集されているのだと感じる」と強
調。次いで、全印工連に話を移し、「全印工連の執行部の若い人
は本当に業界のことを思って、一生懸命やっている。そのこ
とが結果として現れてきており、新しい試みとなって開花し
ている。その一つは、全印工連60周年『還暦の集い』のスポン
サーの集め方、式典、懇親会の持ち方である。さすがだと感じ
た。目に見える型でスポンサーに還元できる形をとっている。
そしてプロモーションもどう見せるか、しっかり考えられて
いる。これからの我々の活動のみならず、お客様に提案する時
の参考にもなる」と評価した。さらに、用紙値上げの独禁法に
触れ、「髙井理事長のとき、我々は“用紙が一気に値上げが認め
られるのは独禁法に違反するのではないか”と公正取引委員
会に申し入れた。“全然問題ない”と、意見は聞いてくれたが前
には進まなかった。先日、中小印刷産業推進議員連盟の総会で
全印工連より問題提議されたのを受け、議員連盟が問題視し
公正取引委員会に話を持ち込んだ。“談合・カルテルを調べ、
積極的に摘発する”との返事を得た。大きな前進である」と報
告した。

その後、木野瀬理事長を議長に議事に入り、組合員の加入、
脱退が事務局より報告された。加入2社と脱退1社が報告され
承認された。続いて、各委員会の事業報告が行なわれた。

愛印工組の平成27年度9月期理事会・支部長会が、9月29日メ
ディアージュ愛知3階会議室において開催され、今後のスケジュー
ルなどが確認された。出席者25名。
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■愛印工組60周年記念特別経営セミナー

「独自の価値を手に入れろ！」
成長する条件は継続することにある

坪井秀樹氏が講演
（TOSBOI STUDIO代表取締役）

講演に聴き入る160名の聴講者

実体験に基づいた経営理論を講演する坪井講師。人生のコンセプトは「わくわく、ドキドキ、大発見！」

る「助成金説明会」の開催を報告した。
■教育委員会事業は、松岡祐司副理事長が実施済みの各セ

ミナーと来年開催予定の「印刷の後加工からみた提案」セミ
ナー、平成28年2月26日「見える化セミナー」開催について、
さらに、技能検定「DTP作業（製版職種）」平成28年度実技試験
実施に向け調整中である点が報告された。

■組織・共済委員会は岩瀬清委員長が共済制度加入促進運
動について随時進行中の現状が報告された。

■青年部は、飯野益通理事が11月開催の名古屋而立会との
共催セミナー「みんなを巻き込み仕事を生み出すプロジェク

トリーダー論」について説明を行なった。
■創立60周年記念事業委員会は、鬼頭則夫委員長が平成

28年1月13日名古屋東急ホテルにおいて行なう記念事業に
ついて報告し、9月期理事会が終了した。

続いて行なわれた支部長会では、各支部の取り組みが報告
されたが、その中で、60周年事業への全員参加に向け活動中
の支部が多数紹介された。

次回理事会は、12月2日14時30分（メディアージュ会議
室）開催を確認し終了した。

き換えを意識すること」を取り上げ、「①直接置き換え＝よ
い物は真似る。成果が上がった販促物はそれなりに人の目
に触れ動機付けしたことになる。②中間置き換え＝異業種、
異業態の人達が普通にやっていることで自分の業態では珍
しいことをやると破壊的に独自化するパターンがある。③
本質置き換え＝目には見えない大切なこと（本質）を『自分
にとってどういうことか』（現象）に置き換える。印刷業を家
族で経営してきて暖かい場所であったら、厳しくなった時
には、商品を暖かさを感じる時流のものに切り替えていく」
と提言。

時代の変遷とともに、“何を売るか”から“いかに売るか”
の時代に変わった。「あなたの価値は何か」、「独自の価値は
何か」、「同じ発注をするならあなたに発注する理由はどこ
にあるか」に対して、「自分なりの答えを出す。そして、独自
の価値を見つけてきちんと伝えなくてはならない。成功す
る条件は継続することである」と指摘する。

また、ある印刷会社は、「グレーの色出しがきちんと細か
く出せるように研究開発している。高い機械も買っている。
組版もきちんとやっている。でも、客数が減っている」とい
う。こんな場合、一度、他の業種業態に置き換えてみる。例え
ば、ラーメンを食べに行ったとき、「ここは味を一生懸命追
求していないだろう」という前提はない。「普通の技術、設備
はプロなら当たり前で、選択される要素ではない。まずは、
自分から情報を出し知ってもらうことから始めなくてはな
らない」と促した。

愛印工組・経営革新委員会（田中賢二委員長）が主催する
60周年記念特別経営セミナーが、10月14日ウインクあい
ち（愛知県産業労働センター）において開催され、講師に坪
井秀樹TOSBOI STUDIO代表取締役を招き、「独自の価値
を手に入れろ！」をテーマに行なわれた。セミナーは一般参
加を含め160名が聴講した。

セミナーの冒頭挨拶に立った岩田秀樹委員は、「今日は一
般の方も34名参加している。印刷業界はまだまだ厳しい状
況が続いているが業界外も同様だと思う。本日のセミナー
は非常に楽しい中に役に立つセミナーになると思う。厳し
い状況の時代だからこそ、楽しく仕事をこなすことでこの
状況を乗り切っていただきたい」と述べた。

＊ ＊ ＊
講師を務めた坪井氏は、1965年名古屋市生まれ。大学

卒業後パリコレブランドの㈱ワールドに入社。記録的な営
業成績を挙げるが、家業を継ぐために5年で突然の退社。そ
の後、リサイクルショップ「買取王国」を立ち上げ、約10年
で株式上場に導いた。現在、起業準備をする間もなく、講演
やセミナー、業績アップのための経営支援などの依頼が殺
到している驚異のプータロー。日々更新されるブログなど

のSNSには独自の経営理論が
満載されている。メーカー、
卸、小売の業態を知り、アルバ
イト、サラリーマン、後継者、
創業者の経験を持つ同氏が実
体験に基づいた「坪井式ビジ
ネス理論」を展開した。

セミナーの中で、「3つの置
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経済産業省・平成26年工業統計速報値
印刷・同関連業は5兆3898億円。前年比0.6％減

経済産業省では、26年12月末現在で実施した工業統計調
査結果（4人以上の事業所）のうち、従業者10人以上の事業所
について分析を取りまとめている。

それによると、全製造業の傾向として、事業所数は2年連続
の減少（前年比1.7％減）、従業者数は3年ぶりの減少（関0.4％
減）。製造品出荷額等は3年連続の増加（同4.0％増）、付加価値
額は2年連続の増加（同1.8％増）となった。都道府県別の製造

産業中分類別　製造品出荷額等（従業者４人以上の事業所）

項　　　目
産　　　業

製　造　品　出　荷　額　等
平成２５年 平成２６年

金額（百万円） 前年比（％） 構成比（％） 金額（百万円） 前年比（％） 構成比（％）
合　　　　計 292,092,130 1.2 100.0 303,418,825 3.9 100.0

09 食料品製造業 24,948,095 2.7 8.5 25,678,473 2.9 8.5
10 飲料・たばこ・飼料製造業 9,500,444 ▲ 1.2 3.3 9,583,113 0.9 3.2
11 繊維工業 3,767,913 ▲ 3.9 1.3 3,799,187 0.8 1.3
12 木材・木製品製造業（家具を除く） 2,436,380 9.6 0.8 2,486,316 2.0 0.8
13 家具・装備品製造業 1,819,001 5.1 0.6 1,886,164 3.7 0.6
14 パルプ・紙・紙加工品製造業 6,741,136 ▲ 1.1 2.3 6,934,213 2.9 2.3
15 印刷・同関連業 5,420,686 ▲ 1.1 1.9 5,389,805 ▲ 0.6 1.8
16 化学工業 27,409,230 5.3 9.4 28,179,304 2.8 9.3
17 石油製品・石炭製品製造業 17,675,643 3.5 6.1 18,391,886 4.1 6.1
18 プラスチック製品製造業（別掲を除く） 11,237,336 1.2 3.8 11,355,280 1.0 3.7
19 ゴム製品製造業 3,112,878 ▲ 2.0 1.1 3,197,012 2.7 1.1
20 なめし革・同製品・毛皮製造業 350,043 0.2 0.1 344,216 ▲ 1.7 0.1
21 窯業・土石製品製造業 7,056,284 3.3 2.4 7,298,216 3.4 2.4
22 鉄鋼業 17,905,277 ▲ 0.6 6.1 19,199,289 7.2 6.3
23 非鉄金属製造業 8,805,964 ▲ 1.3 3.0 9,378,159 6.5 3.1
24 金属製品製造業 13,060,603 1.6 4.5 13,808,463 5.7 4.6
25 はん用機械器具製造業 10,230,928 ▲ 3.7 3.5 9,843,819 ▲ 3.8 3.2
26 生産用機械器具製造業 15,154,929 ▲ 2.5 5.2 16,521,727 9.0 5.4
27 業務用機械器具製造業 6,705,229 ▲ 3.1 2.3 7,027,059 4.8 2.3
28 電子部品・デバイス・電子回路製造業 12,943,406 ▲ 3.0 4.4 13,810,489 6.7 4.6
29 電気機械器具製造業 15,458,146 3.2 5.3 16,904,324 9.4 5.6
30 情報通信機械器具製造業 8,426,714 ▲ 2.3 2.9 8,546,114 1.4 2.8
31 輸送用機械器具製造業 58,203,152 3.0 19.9 59,934,341 3.0 19.8
32 その他の製造業 3,722,713 ▲ 0.8 1.3 3,921,853 5.3 1.3

経済産業省から平成26年（2014年）の工業統計速報が公表さ
れた。「印刷・同関連業」（従業者4人以上の事業所）の製造品出荷
額等は5兆3898億円。前年比0.6％減となっているが、過去2年に
比べて減少幅は最も少ない。事業所数は1万1626事業所で前年比
4.7％減、従業者数は26万7475人で同3.3％減（いずれも従業者4
人以上の事業所）。出荷額との対比では、1事業所当たりの出荷額
は増加傾向にあるといえる。
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品出荷額等は、44都道府県が増加、3県が減少だった。
産業中分類24産業のうち、事業所数は21産業が減少、従業

者数は13産業が減少し、いずれにも「印刷・同関連業」が含ま
れる。製造品出荷額等は21産業で増加したが、「はん用機械」、

「印刷・同関連業」、「なめし革・同製品・毛皮」の3産業は減
少した。

4人以上事業所でみた「印刷・同関連業」の製造品出荷額等
は、全製造業の約1.8％にあたる5兆3898億500万円（前年
比0.6％減）。25年の1.1％減、24年の1.2％減に比べると
下げ止まりの傾向が見られる。リーマンショック翌年の21年
が8.4％減、22年が2.1％減、東日本大震災が起きた23年が
8.2％減と続いた後は、1％前後の減少で推移している。

26年は、2月から3月にかけて消費税率8％への引上げに
伴う駆込み需要が印刷業界を潤したが、その後の反動が響い
た。印刷・情報用紙の国内出荷量も長期的に前年同月比減が
続いており、27年の製造品出荷額等は再び減少幅が大きく
なる可能性がある。
「印刷・同関連業」の26年の事業所数は1万1626事業所（前

年比4.7％減）、従業者数は26万7475人（同3.3％減）、付加価
値額は2兆3643億5200万円（同2.4％減）、原材料使用額等
は2兆7299億1600万円（同0.7％減）

なお、「パルプ・紙・紙加工品製造業」（4人以上事業所）の
製造品出荷額等は6兆9342億1300万円で、前年から2.9％
増加している。

都道府県別に製造品出荷額等の上位3位までの産業をみる
と、東京都のみ第2位に「印刷・同関連業」が入っており、8兆
1327億円の出荷額の約12.2％を占める。

都道府県別の「印刷・同関連業」（10人以上事業所）の製造
品出荷額等では、滋賀県が前年比43.6％増、栃木県が同7.8％
増、岐阜県が同7.2％増と高い一方、北海道が同14.0％減、宮
城県が同12.1％減、宮崎県が同10.8％減と落込みが目立つ。

全日本印刷工業組合連合会は、第10回全印工連CSR認定委
員会において、第10期ワンスター認定企業5社、第2期ワンス
ター認定更新企業18社、第2期ツースター認定企業2社を新
たに更新した。これによりCSR認定企業は、平成27年10月現
在で計91社となった。
【第10期ワンスター認定企業】
㈱荒川印刷（愛知県名古屋市）、富士製版印刷㈱（大阪府大阪

市）、㈱明朗社（愛媛県伊予郡）、西日本ビジネス印刷㈱（福岡県
福岡市）、㈱啓文社（熊本県上益城群）
【第2期ツースター認定企業】
㈱マルワ（愛知県名古屋市）、杉山メディアサポート㈱（静岡

県浜松市）

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

■全印工連CSR認定

ワンスター認定㈱荒川印刷／
ツースター認定㈱マルワ

「印刷・同関連業」「はん用機械」
「なめし革・同製品・毛皮」の3産業減少

開催日時 事業・行事、場所、備考

11月27日㈮

18：30～
20：00

事 業 名 平成27年度第一回ブランディングセミナー
場 所 メディアージュ愛知　３階会議室
講 師 梶田　貴俊　氏

演 題 “ゴーイングコンサーン（継続企業）”の条件
〜労働力の確保と定着〜

参 加 費 組合員1,000円　一般2,000円
定 員 40名（先着順）
申込期日 定員に達し次第

平成28年
1月12日㈫

18：00～
20：00

事 業 名 愛知県印刷工業組合　創立60周年記念前夜祭
場 所 ウインクあいち　10階1001大会議室
講 師 山元　賢治　氏

演 題 〜リーダーの覚悟　
これからの企業リーダーに求められること〜

参 加 費 無料
定 員 150名
申込期日 定員に達し次第

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）
開催日時 事業・行事、場所、備考

12月3日㈭
18：00～

21：00

事 業 名 第3回クロスメディアカンファレンス
場 所 ウインクあいち　5階小ホール
ゲ ス ト 津田　大介　氏
参 加 費 一般3,000円　学生1,000円
定 員 150名
申込期日 定員に達し次第
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紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒416̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

切口を噤んでいるし、国から来た印刷物は金融機関で止まっ
て、我々のところへは届いていない。端的にどういう制度かと
いうと、個人補償、個人担保なしにお金を借りることができ
る、という制度である。今はそういう時代である。何か起きて
も身包み剥がされるのでなく、しっかりやり直しができる。た
だし、3つの要件があり、この3つの要件を経営者、会社がク
リアーすれば可能になる。詳細は山口先生から話しがあるの
でしっかり聞いていただきたい」と挨拶。

続いて、セミナーに移り、「経営者保証に関するガイドライ
ン」の詳細が紹介された。

融資を受ける際の慣行のようになっている「経営者による
個人補償（経営者保証）」が重荷になってはいないか？「経営者
保証に関するガイドライン」を使って金融機関と協議するこ
とで、経営者保証を提供することなしに融資を受けられたり、
事業再生・清算を決断した際に、必要な生計費などを手元に
残したりすることができるようになる可能性がある。ガイド
ラインの概要を理解し、必要な局面でガイドラインが活用で
きるよう経営改善活動を展開していただきたい。

経営者保証とは、経営者が中小企業の借入金についての保
証人となった場合、あるいは、中小企業が倒産するなどして借
金を返せなくなった場合、経営者自身が、保証人として借金を
返さなくてはいけなくなる。

今回変わった経営者保証制度では、一定の要件を満たせば、
「①経営者が個人補償を提供しなくても借り入れができる可
能性がある。②既にある経営者保証契約についても解除や保
証金額の変更ができる可能性がある。③事業再生・廃業を決
意した場合、一定期間の生計費や華美でない自宅を残すこと
ができる可能性がある」。

しかし、このガイドラインは法律ではないので、貸し手と借
り手の継続的かつ良好な信頼関係の構築・強化が必要である。
さらに次の要件を満たす必要がある。
「①法人と経営者との明確な区分・分離／法人の事業活動

に必要な本社・工場等の資産は、経営者所有とせず、法人所有
が望ましい（分離が困難な場合、法人が経営者に賃料を支払う
ことで実質的に分離しているものと考えられる）。社会通念上
適切な範囲を超えた役員報酬・賞与、配当を控えるなど。②財
務基盤の強化／会社の資産や収益力で借入返済が可能と判断
できる財務状況及び経営成績が期待できる。判断基準として、
自己資本比率、使用総資本事業利益率、インタレスト・カバ
レッジ・レシオなどがある。③経営の透明性確保／金融機関

愛印工組では、10月20日メディアージュ愛知会議室で、
経営者保証制度が変わったのを受けて、「経営者保証に関する
ガイドライン 〜周知・普及に向けて〜」のセミナーを開催。
セミナーは、独立行政法人中小企業基盤整備機構の経営者保
証ガイドラインチーフアドバイサー山口芳幸氏を講師に招き
ガイドラインのポイントが説明された。出席者は30名。

冒頭、木野瀬理事長は、「今年の総会でプロになるための1
年にしたいということで、『私たちの業界は多くのお客さまに
支えられ、発展をしてきました。その歩みを継続させるには、
お客様が頼りにするプロとしての役割が求められます。経営
者には自社の方向性の確立からCSRや金融対策まで、きめ細
かな学びの場を、社員さんには機械メンテナンスから営業戦
略、デザイン力の向上等、部署別にプロとして学べる機会を提
供します』と発表した。今日はまさしく金融対策である。殆ど
の方は『経営者保証に関するガイドライン』という言葉を耳に
していないと思う。昨年の2月に日本銀行協会と日本商工会
議所がその方針を進め、国もそれを全面的にバックアップす
ることになった。ただし、このガイドラインは、金融機関は一

「経営者保証に関するガイドライン」セミナー

愛印工・セミナー

「経営者保証に関するガイドライン」
経営者保証制度が変わりました！！

中小企業・小規模事業者の経営者の皆さんへ
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との信頼関係の構築が大事。年1回の決算報告のみならず、試
算表・資金繰り表等の定期的な報告。情報開示後に、事業計画・
業績見通し等に変動が起きた場合の自主的な報告と適時適切
な情報開示。情報開示は、税理士など外部専門家による検証結
果と合わせて開示が望ましい」。

経営者保証ガイドラインを利用した保証債務の整理の特長
について次の点を指摘。
「①保証債務の整理に当たっては、主たる債務と保証債務を

一本で検討。全ての金融機関の同意が必要。②財務評定基準時
以後の収入や新得財産は、保証債務の原資とはならない。③経
営者の帰責性等を総合的に勘案、一定の経済合理性が認めら
れる場合には経営者が引き続き経営に携わることを許容す
る。④ガイドラインに沿って保証債務を減免・免除する場合
は、保証人および金融機関ともに課税関係は生じない。⑤ガイ
ドラインによる債務整理を行なった保証人については、金融
機関は信用情報機関に報告、登録しない。⑥ガイドラインに基
づく保証債務の整理については、自動的に適用されないので
金融機関に申し出る必要はない」。

また、専門家の派遣制度もある。詳細については、商工会、商
工会議所、認定支援機関、中小企業基盤整備機構地域本部（中
部：052-220-0516）まで。

愛印工組・教育委員会（木村吉伸委員長）が主催する予防保
全セミナーが9月26日メディアージュ愛知で開催され、講師
に川名茂樹㈱小森コーポレーション・サービス企画部KPM
コンサルタントを招き、「印刷現場を変える3つの秘策」を
テーマで行なわれた。セミナー参加者は26名。

セミナーの冒頭松岡祐司副理事長が、「本日は、印刷現場の
機長やオペレータが参加していると思うが、印刷機は高価だ
から簡単に入れ替えるということはできない。できるだけ今
ある設備を良い状態で長く使うということが、収益改善の一
番である。しかし、メンテナンスの仕方を解らずに行なってい
る人も多いと思う。私共でもKPMをお願いし、講師の川名氏
に半年ぐらいきてもらい指導を受けた。その効果は十二分に
発揮されている。皆さん自身を守り、機械を守り、皆さんの雇
用を守るためにも、今日のセミナーから何かノウハウを持ち
帰り実践して欲しい」と挨拶。

また、㈱小森コーポレーションの佐賀政幸名古屋支店長が、
「KPMセミナーを通して、予防保全の大切さや、メンテナンス
について紹介してきた。KPM活動をして、成功するお客様と
上手くいかないお客様がある。成功するお客様に共通するの
は、今日のテーマである『印刷現場が変わった』というのが一
番大きな項目である。印刷現場が変わることによって、現場の

熱心に聴講する参加者

皆さんも会社全体もメリットを共有できる。何か一つでも二
つでも実行していただければと思う」と述べた。
【川名講師の講演要旨】
印刷業界の現状と動向についてのデータを紹介した後、全

印工連「産業成長戦略2010・ソリューションプロバイダー
への進化」に触れ、「上位・中位・下位の予測の中で、10年後
の中位予測では出荷高は24％減、事業所数約5,000減、従業
員数約8万人減るとしている。非常に見通しは暗い。暗いが明
るい兆しはある。つまり、勝ち残ると売り上げが12％増、従業
員8％増となる。だからこの環境の変化に対応できる企業体
質を作らなければならない」とした上で、「印刷会社が利益を
生み出しているのは印刷物を製造している製造現場である。
その現場が旧態依然としていては、利益を上げることはでき
ない。だからこそ製造現場を変えなくてはいけない」と指摘す
る。

KPMの3つの目的を「KPMは人体の予防医学と同じで、①
突発故障をなくし、②マシンライフを伸ばし、③品質向上、生
産性の向上により利益を上げることにある」と前置きし、「機
械の突発故障をなくす。突発故障修理は予防修理（計画工事）
の3倍悪だ」といい、突発故障をなくすことの重要性に触れ
た。さらに、KPMの成功事例会社を紹介するとともに、「3つ
の秘策」について、「①森を見る＝工場診断で問題点をトータ
ルにつかむ。そのためには、②気づく＝ハインリッヒの法則の
ように、一つのマシンダウンの前には、29の一般故障があり、
そのもとには300の微故障がある。それは数千〜数万の警告
が機械から発信されている。通常と違う機械の発信に気づく
ことが重要である。③見せる＝印刷現場のショールーム化。能
動的に常に第三者に見せられる状況にしておくことが重要」
とした。

KPM活動の成功を保障するものは、「三者（経営者・管理
者、オペレータ、KOMORI）である。①経営者・管理者は人・
物・金・時間の投資。②現場オペレータは保全と改善活動。③
KOMORIは性能保障とサポートする。この三者の役割がクロ
スする。そこに成功のカギがある」と結んだ。
（編集部：川名氏の講演要旨は12月号に掲載予定）

愛印工・技術セミナー

「印刷現場を変える三つの秘策」
「森を見る」「気づく」「見せる」

KPMコンサルタント川名茂樹氏が講演
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■日印産連セミナー

オフセット印刷工場の有機溶剤管理と
オフセット印刷工場用VOC警報機

「VOC 警報器」共同開発
VOC 濃度が一定レベルに達するとメッセージで警報

行なわれ、機能が紹介された。
■オフセット印刷工場用「VOV警報機」

「VOC警報器」（XH-981G）は、「GP資機材」認定製品とし
て申請中であり、熱線型半導体式センサでVOCをトータル
に検知し、VOC濃度が一定レベルを越えると、ランプと音
声メッセージで知らせる。

■本体は警報部、検知部一体型のコンパクト設計で、設置
場所はオフセット印刷工場の印刷機械デリバリ部（印刷物
排出部）、印刷機械上部、印刷機と印刷機との間など。

■2年毎の交換期限をランプの点滅で知らせる。来年1月
販売開始予定。希望小売価格は1台48,000円（税別）。

■警報方式は、赤ランプ点灯音声メッセージ（ウーウー、
ピッポツ、ピッポツ空気が汚れて危険です。換気して下さ
い）と知らせる。ランプは、赤点灯（ガス警報）、赤点滅（ガス
警報遅延中／遅延設定時）、緑点灯（通電時）、緑点滅（電源
ON初期遅延中）、緑高速点滅（故障）、緑ゆっくり点滅（交換
期限お知らせ）。

■交換期限お知らせ機能は、交換期限（約2年）を過ぎる
と緑ランプがゆっくり点滅。警報停止スイッチ操作にて「交
換期限を過ぎています」と音声で知らせる。

■IGAS2015会期中、日印産連と印刷機メーカー 4社（小
森コーポレーション、桜井グラフィックシステムズ、ミヤコ
シ、リョービMHIグラフィックテクノロジー）のブースに
参考出品され、来場者の関心を集めた。

■問合せ先：日印産連環境安全部TEL03-3553-6051

日本印刷産業連合会（日印産連）はIGAS2015会期中の9
月12日東京ビックサイト会議棟において、「オフセット印
刷工場の有機溶剤管理とVOC警報器」をテーマに洗浄剤な
どの化学物質の適切な取扱いと、「VOC警報器」についての
セミナーを開催した。

日印産連は、印刷業界の化学物質管理レベルの向上を図
り、各種の化学物質による健康障害防止対策を進めている。
今回この活動の一環として、オフセット印刷工場における
適切な化学物質の取り扱いをより一層進めるため、パンフ
レット「オフセット印刷工場の有機溶剤管理」を発行し、同
時に、「オフセット印刷工場用VOC警報機」を新コスモス電
機㈱（大阪市淀川区）と共同開発した。

セミナーは日印産連・労働安全衛生WG座長、P＆Eマ
ネジメント代表寺田勝昭氏が講師を務めた。寺田講師は、オ
フセット印刷工場におけるVOC（揮発性有機化合物）濃度
について、「通常の印刷作業時は問題ないレベルだが、イン
キローラー洗浄時に高濃度で放散する」とした上で、「印刷
作業員の健康障害防止対策として、濃度が一定レベルを超
えると警報で注意喚起する『VOC警報器』の設置を呼びか
けた。

VOC警報器のフィールドテストは、東京都印刷工業組
合会員の5カ所のオフセット印刷工場でVOC濃度の継続
測定を実施。その結果、通常の印刷作業時は200ppm以下

（50 〜 150ppm）で問題ないレベルだったものの、インキ
ローラー洗浄時にピークとなり、5 〜 20倍の1000ppm
を超える高濃度になるケースが見られた。「VOCは目に見
えないため、換気をするなどの初動を起こせないのが問題。
VOC警報器によって、とても安価に安全管理ができるよう
になった」と寺田講師は強調する。

セミナーでは、共同開発した新コスモス電機㈱（大阪市）
担当者が「VOC警報器」の説明とデモンストレーションが

■寸法＝横70×縦120×厚さ25
㎜（突起物除く）、重さ＝約200g、
電源コード＝2.5m、標準付属品＝
点検ガス、取付金具、皿ネジ、コー
ド振れ止め
価格：48,000円（税別）
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■「11月は過労死等防止啓発月間」です
厚生労働省では、毎年11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死
ゼロを実現するために、健康で充実して働けることのできる社会を目指
し、その啓蒙に務めている。
「過労死等」とは、業務における過重な負荷による脳・心臓疾患や業務
における強い心理的負荷による精神障害を原因とする死亡やこれらの疾
患をいう。国民一人ひとりが自分自身にも関わることとして、過労死とそ
の防止に対する理解を深め、「過労死ゼロ」の社会実現が望まれる。そし
て、過労死を防止するために事業主が取り組むべきことに、「①長時間労
働の削減、②過重労働による健康障害の防止、③働き方の見直し、④職場
におけるメンタルヘルス対策の推進、⑤職場のパワーハラスメントの予
防・解決、⑥相談体制の整備」などを挙げている。特に、事業者は労働者の
健康づくりを積極的に支援し、一方、労働者は自らの健康管理に努めるこ
とが必要としている。また、メンタルヘルスやパワーハラスメントでは、
その対策と予防など積極的な取り組みが重要としている。

愛知県印刷工業組合は1954年（昭和30年）に新たに発
足以来60周年を迎えました。これを記念し、平成28年1
月13日名古屋東急ホテルにおいて「創立60周年記念事
業」を開催いたします。組合員の皆さんが一人でも多くご
参加いただきますようご案内申し上げます

□日　時：平成28年1月13日（水）、13：30 〜 19：30
□会　場：名古屋東急ホテル
□参加費：祝賀会1人15,000円

（記念講演および記念式典は無料）
□構成：記念講演、記念式典、記念祝賀会
＝記念講演の案内＝
講師：山野千枝氏、演題：女編集長が地域を変えた！ 

ものづくり企業再生プロジェクト「ゲンバ男子」
講師を務める山野千枝氏は、コンサルティング会社な

どを経て、大阪市の中小企業支援拠点に入り、ここで情報
誌の編集長に就任。就任以来2,000社を超える取材活動
を行なうが、そこで実感したのが「若い人が来ない」とい
う中小企業の切実な声。いわゆる3K（きつい・汚い・危険）
のイメージが付きまとう。これを払拭すべく町工場で働
く男達を、プロのカメラマンが撮影しインターネットサ
イトで紹介。彼らを「ゲンバ男子」と名付けた。山野氏はそ
の仕掛け人でもある。「ゲンバ男子」は、大阪でものづくり
に携わる35歳以下の男子。サイトは評判になり、町工場
の活性化やサイトを見て就職を希望してきた若者も現れ
た。大阪のみならず全国展開も始まった。今、中小企業の
熱い期待を集めている。
「ゲンバ男子」の仕掛け人が語る企業再生の秘策！

■愛知県印刷工業組合
「創立60周年記念事業」のご案内
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編 集 だ よ り

㈱光文堂（讃岐秀昭社長）は、平成28年1

月27日・28日の2日間にわたって名古屋市

中小企業振興会館（吹上ホール）で開催する

「Print Doors 2016」のポスター趣意を発

表した。

【讃岐社長のコメント】
「 光 文 堂 は、2016年 に 創 業70周 年 を

迎えます。この記念すべき年の『Print 

Doors 』は、次の80年、90年、100年に

向けてすべての関係者の皆さまと共にます

ます発展していくことを願って開催いたし

ます。

今 年 のポスタ ー のメインビジ ュアル は

『まだ見ぬ未来の新しい生命』を表した幻の

生きものです。小さな角をたずさえた彼女

は人間とも違う、動物とも違う、新しい生

命体であり、まだ誰にも発見されていない

可能性の源です。彼女は、次の80年、90年、

「Print Doors 2016」第52回光文堂新春機材展
原点、そして未来へ。70.80.90.100年

60周年記念
前夜祭のお知らせ

愛知県印刷工業組合60周
年記念事業の前日に、名古
屋而立会が企画した前夜祭
において記念講演会を開催
いたします。

記念事業が行なわれ、その記事がトップに

なりましたが、愛印工も60周年を迎えまし

た。記念事業では、記念講演、式典、祝賀

会と目白押しです。組合員の皆さんあって

の事業です。是非、ご参加下さい。

■今年も残り2 ヶ月を切りました。今年

の冬は厳寒なのか暖冬なのか！もう気にな

り始めた今日この頃です。全印工連60周年

100年に向けた未来の時間を体に纏い、未

来の希望を示唆しています。

原点を軸にさらなる挑戦を重ねて未来へ

の扉を開けば見たことのない世界、聞いた

ことのない方法、体験したことのない成功

にきっと出会えるでしょう。輝く未来への

扉『Print Doors 2016』に、ぜひお越しく

ださい」。

総合印刷機材展として毎年1月に開催さ

れている同展は、今回で52回目の開催を

迎える。昨年も最新の印刷・製版・製本・紙

工関連の機材が一堂展示され、印刷業界の

抱える各種課題の糸口を見つける機会とし

て好評を博した。

52回を迎える今回も最新の印刷・製本関

連の機材が数多く展示され、印刷企業の経

営基盤を確立するためのヒント、将来に向

けた設備計画の方向付けを模索する場とな

□日時：平成28年1月12日㈫、18：00 〜 20：00

□会場：ウィンクあいち（10階1001大会議室）

□講師：山本賢治氏（㈱コミュニカCEO＆Founder

□演題：これからの企業リーダーに求められること

企業を取り巻く環境は急激に変化を遂げ、グローバル化待ったなしの状況に直面して

います。多くの日本企業がこの変化の波に乗り遅れているかもしれません。日本企業が

世界で戦っていくためには、日本とは違う世界の常識や価値観、世界で活躍するリーダー

が持っている考え方を知ることが重要です。外資系企業で活躍してきた山本氏が自身の

経験から導き出したリーダーの資質を、当時のエピソードやスティーブ・ジョブズから

学んだことを交えながらお話します。

ることが期待される。

【開催概要】
▽会期＝平成28年1月27日㈬・28日㈭

▽会場＝名古屋市中小企業振興会館・吹

上ホール（名古屋市千種区吹上2-6-3）

「Print…Doors…2016」のポスター
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